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新潟暮らしの推進新潟暮らしの推進

～新潟の可能性を切り開き，～新潟の可能性を切り開き，
２１世紀にふさわしい暮らし方を新潟から構築～２１世紀にふさわしい暮らし方を新潟から構築～
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新潟市の現状と今後新潟市の現状と今後

新潟市の推計人口

（単位：万人）

（国勢調査， 国立社会保障・人口問題研究所）

◆日本全体と同様に新潟市においても進行する
「人口減少，少子化，高齢化」

Ｈ２２
実績 総人口
： 約８１．２万人
（高齢化率 ２３．２％）

Ｈ５２
推計 総人口
： 約６６．８万人
（高齢化率 ３７．３％）

３０年後

約１４．４万 減少

新潟市の現状と今後新潟市の現状と今後
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（単位：万人）

（※実績値の総人口には年齢不詳
を含むため合計一致しない）

約６．２万 増加

約１６．０万 減少

約４．０万 減少

18.7万人

51.6万人

10.3万人

24.9万人

35.6万人

6.3万人

3.4万人

41.0万人

16.0万人

計60.4万人

計81.2万人

計66.8万人
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新潟市の人口動態 新潟県人口移動調査（各年10月1日基準）

◆自然動態・社会動態

■自然動態 マイナスが続いている
■社会動態 プラスからマイナスに転じた

⇒ 人口減少が
続いている

新潟市の現状新潟市の現状

自然動態 社会動態
年間
増減

推計
人口

出生 死亡 差引 転入 転出 差引

H24 6,320 8,000 △ 1,680 30,942 30,334 608 △ 1,072 811,386

H25 6,332 8,405 △ 2,073 31,164 30,543 621 △ 1,452 809,934

H26 6,319 7,995 △ 1,676 30,865 30,980 △ 115 △ 1,791 808,143
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新潟市の人口動態 平成25年新潟県人口移動調査

◆転入・転出上位の都道府県・市町村

新潟市との移動において，転出超過の上位はすべて県外。
特に首都圏への転出超過が目立つ

新

新潟市の現状新潟市の現状
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新潟市の現状新潟市の現状

◆本市の年齢階層別の県外転入・転出者数
15～19歳，20～24歳 ⇒ 県外への転出超過

平成25年新潟県人口移動調査
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新潟市の現状新潟市の現状

◆学業を理由とした年齢階層別の県外転入・転出者数
15～19歳 ⇒ 県外への転出超過

平成25年新潟県人口移動調査

※県内市町村との移動では，転入超過

新潟市の人口動態
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項目 新潟市 東京都 単位 差 出典

生涯賃金 約

見えて見えてきた東京一極集中の限界きた東京一極集中の限界

「新潟暮らし創造運動」「新潟暮らし創造運動」

■人口や各種中枢機能が集中することで、
首都圏の生活・活動コストが高コスト化

収入は確かに多いものの…

生涯賃金
（退職金除く）

17,054 23,341 万円 約6,000万円
（東京都が多い）

賃金構造基本統計調査（Ｈ25）を
もとに新潟市計算

人口密度 1,118.2 14,386.1
（２３区）

人 約13倍
（東京都が高い）

国勢調査（Ｈ22）

生活費
（世帯当たり消費支出月額）

219,764 277,773
（２３区）

円 約6万円
（東京都が高い）

家計調査（Ｈ25）

民営賃貸住宅の家賃
（１か月３．３㎡あたり）

4,138 8,834
（２３区）

円 約4,700円
（東京都が高い）

大都市比較統計年表（H24）

一日の通勤時間
（往復の合計）

54 90
（関東大都市圏）

分 ３６分
（東京都が長い）

社会生活基本調査（Ｈ23）行動者
比較
関東大都市圏（さいたま市，千葉市，
東京都特別区部，横浜市，川崎市，
相模原市）
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暮らし暮らしの主要項目徹底比較の主要項目徹底比較

「新潟暮らし創造運動」「新潟暮らし創造運動」

例えば…

■暮らしの様々なデータを
比べてみると・・・・

⇒暮らしの良さや改善点が見えてくる

項目 新潟市 東京都 単位 差 出典

持ち家比率 65.0 42.3
（２３区）

％ 約２３％
（新潟市が高い）

Ｈ20住宅土地統計調査
(大都市比較年表H24）

世帯当たりの住宅面積 114.73 60.83
（２３区）

㎡
約５４㎡

（新潟市が大きい）

H20住宅土地統計調査 (大都市比較
年表H24）

待機児童数 0 4,314
（２３区）

人 4,314人
（新潟市が少ない）

厚生労働省調べ（Ｈ24）
東京都調べ（Ｈ24）

合計特殊出生率 1.32 1.13 人 0.19人
（新潟市が高い）

厚労省 人口動態統計平成25年

例えば
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「新潟暮らし創造運動」「新潟暮らし創造運動」

注目注目されつつある新潟の暮らしされつつある新潟の暮らし

◆ふるさと暮らし希望地域ランキング

■2013年

新潟県

NPOふるさと回帰支援センター

第12位（ランク外）
↓

■2014年
第5位へ
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「新潟暮らし創造運動」「新潟暮らし創造運動」

選択される新潟へ選択される新潟へ

新潟暮らしと東京暮らしの各種データ比較

『新潟暮らし奨励課』を新設

新潟暮らしの良さを内外にアピール ２１世紀にふさわしい２１世紀にふさわしい
暮らし方を暮らし方を

新潟暮らしの改善点への取組み

新潟暮らしに磨き

新潟暮らし文化をシビックプライドに

暮らし方を暮らし方を
新潟から構築新潟から構築

1010


